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ないじぇる芸術共創ラボ 古典インタプリタ日誌 
鳴子温泉イベント 凸版印刷との打合せ 
 

１，鳴子温泉でのイベント 

 3 月 9 日（金）、宮城県大崎市鳴子温泉 1にて、山村さん・マクミ

ランさんの公開トークイベントを行います。このイベントは凸版印

刷（株）の共催で行い、第一部では山村氏・マクミラン氏が現在取り

組んでおられることについて、関連資料を交えて当館の教員と話し

ていただき、第二部では宮城県の風土や昔の観光文化について、当

館所蔵の資料を紹介し

つつ、両氏とキャンベル

館長が対談を行う予定

です。 

 凸版印刷の VR 技術

をお借りして何が出来

るだろうかと検討して

いる最中で、1 月 26 日

（金）に資料を見ながら

打合せを行いました。 

                                                   
1 鳴子温泉郷観光協会公式サイト http://www.naruko.gr.jp/ 
2 ヤ６－２７２－１～５ 

２，東北の風土や旅行文化がわかる資料 

 この日はイベントで使用する資料の候補を凸版印刷の方にご覧い

ただき、何をどのように撮影しどう使うのかについて検討しました。 

私からは第二部で利用できそうな資料を 13 点ほど紹介しました。

たとえば『東国名勝志』2は、東北の名所を絵と簡略な文章で紹介し

た書物です。今でも宮城の観光地として有名な松島などは勿論、和

歌やお能といった文学と縁のある土地も取り上げられています。た

とえば「宮城野」（図１）は「此野辺の萩、錦を乱すごとく見事なり」

と、その土地の素晴らしさが記されると同時に、陸奥の歌枕 3として

有名なので「みさぶらひ みかさともふせ 宮城野の 木のした露

は雨にまされり」と

『古今和歌集』に見

える歌を紹介してい

ます。 

今でも有名な地名

が、江戸時代にはど

のように親しまれて

いたかを知ることが

できる資料です。 

3 和歌にしばしば詠み込まれる特定の名所、旧跡。 
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 また、江戸時代版のガイドブックも、現代の私たちと昔の生活と

を結びつけてくれるものです。 

その一例、『東講商人鑑』4は、主に東北地方を旅行する人のために、

各所の地図（図２）と共に宿や店の屋号と場所を記した（図３）実用

的な書物です。 

「はじめに」に当たる「東講例言」を見てみますと、「東講」とい

                                                   
4 ヤ９－７７ 

うシステムは、「東講」メンバーの旅行者には鑑札（証明書）を渡し、

目印の札が掛かっている宿屋でメンバーであることが証明される

（帳簿と鑑札を照らし合わせる）と、一人旅でも安心して宿泊でき

るというものです。つまり東講のメンバーになると、メンバー御用

達の宿や店を頼りに安心して旅行が出来るというもの。たしかに道

中色々な危険がある時代、東講お墨付きの宿であれば安全だったの

でしょう。冒頭には、「東講」の看板が掛かった宿屋の店先に足を休

める旅人の姿が描かれています（図４） 

店側としても、このように宣伝し

て貰えるのでお互いメリットがあ

ったのでしょう。今に通ずる商業戦

略ですね。「例言」でも「新規の加入

何ほどにても。遠慮なく仰あるべく

候」と、ちゃっかり宣伝しています。 

 このような書物をイベントで紹

介することで、多くの方に、昔の生活や古い書物に興味を抱いて貰

えると良いなと考えています。 

 何を撮影してデジタル化すると、最も古典籍の魅力を発揮させる

ことができるのか。イベントへ向けて、話し合いを重ねています。 
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